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（1）対象地域 

・栃木県（福島第一原発から南西へ 150km 離れた場所） 

・福島第一原発から出た 137Cs のトータルデポジションは 10,000 Bq m-2未満の場所 

・ヒノキ林（40 年生，2,500 本/ha）とスギ林（41 年生，1,300 本/ha）に斜面プロット（傾斜>30 度） 

・林外雨（1 地点），林内雨（2L ボトル＋直径 13cm ロート，20 個），樹幹流（5 本）を採取 

 

（2）重要な図表 

Table 1 に，2011 年 3 月 11 日から 8 月 19 日までに林外雨，林内雨，樹幹流として林床に到達した雨

量，137Cs，134Cs，131I の量が示されている。最初の採水期間（3 月 11 日から 3 月 18 日）に雨として降

下した量は全期間に降下した量の大部分を占めていた（137Cs については 68%，131I については 97%）。

全期間における収支計算から，放射性セシウムはヒノキとスギのキャノピーにそれぞれ 62.3±15.8%，

65.0±18.2%が保持（遮断）されていた。これとは対照的に，131I についてはヒノキとスギで遮断率が異

なっており，それぞれ 25.1±2.7%，50.9±7.4%であった。放射性セシウムについて，最初の採水期間に

おける遮断率はヒノキで 92%，スギで 93%だった。また，4 月までは林外雨としての放射性セシウムの

インプット量が林床到達量よりも多かったが，5 月以降はその関係が逆転し，キャノピーが放射性セシウ

ムの 2 次的な供給源となっていることが示唆された。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 本研究では，原発事故直後からのデータが得られており今後モニタリングデータを解析する上で非常

に有用な結果を含んでいると思われる。 

 

（2）流出挙動・経路 

 降下した放射性セシウムは，針葉樹キャノピーの遮断によって林床への到達が遅れる。本研究期間（約

6 カ月）を通じて，林内雨と樹幹流によって林床への放射性セシウムの供給が続いていることから，そ

の遅れの時間スケールは少なくとも数カ月のオーダーであると考えられる。 

 

（3）除染の際の留意点 

 本論文では次のことが指摘されている。 

 ・針葉樹キャノピーは放射性セシウムを多く遮断するので，林床に対する二次的な放射能汚染源とな

りうる。 

 ・このような汚染された樹木が焼失すること（例えば，森林火災）は，137Cs と 134Cs によって大気が

汚染されうる。 

 ・間伐は森林生態系の汚染を削減しうる一つの方法であると考えられるが，放射性廃棄物の貯蔵スペ

ースがないことや森林に沈着した放射性核種の分布や移動に関する情報不足は除染政策を決める上

で問題である。 

 このような状況では，本研究の結果は政策決定と除染対策で参考なると思われる。 

 

（4）担当者のコメント 

 原発事故から約 6 カ月経過した時点にあっても針葉樹キャノピーによって多くの放射性セシウム

（>60%）が保持されていることに興味をもった。また，このこと示す観測データが得られていること

を 貴重に思う。一般に，森林流域からの汚濁負荷対策を検討する場合，流域でのインプットとアウ

トプットを把握するだけでは，汚濁負荷を左右する場（例えば，植生，土壌，地質）を特定できない

ため，問題解決のために効果的な対策がうてない。本研究での結果はこの点を再認識させられるとと

もに，今後の森林政策や除染にとって流域内部での放射性セシウムの挙動を調べることの重要性が理

解できた。放射性セシウムの今後の挙動，例えば，樹体内への移動と蓄積，あるいは落葉・落枝とし

ての林床への移動を評価することの重要性も本研究から理解できた。 

 


